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架
蔵
の
本
資
料
は
わ
ず
か
二
紙
に
過
ぎ
な
い
が
、
室
町
時
代
の
『
三
体
詩
』
抄
物
の
一
資
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
縦
二
四
・
四
糎
、
横
は
綺
麗
に
裁
断
さ
れ
て
お
ら
ず
、
五
一
〜
五
二
糎
程
度
の
二
紙
か
ら
成
る
。
中
央
に
折
れ
目
、
左
右
両
端
の
上
下
に
〇
・
四
×
〇
・
三
糎
程
度
の
楕
円
状
の
穴
、
中
央
や
や
内
側
二
カ
所
（
約
三
糎
間
隔
）
に
縦
長
の
細
い
穴
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
紙
縒
で
綴
じ
た
痕
で
あ
ろ
う
。
中
央
は
通
常
の
紙
縒
綴
、
上
下
は
紙
釘
装
で
あ
ろ
う
か
。
糸
綴
じ
の
穴
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
痕
跡
は
冊
子
体
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
一
紙
は
半
丁
二
〇
行
、
第
二
紙
は
同
じ
く
二
二
行
、
一
行
三
五
字
前
後
、
字
高
二
一
・
四
糎
、
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
文
、
題
一
字
下
げ
、
見
出
し
（
詩
本
文
の
一
部
）
一
字
上
げ
に
て
書
写
。
墨
に
よ
る
返
り
点
・
誤
字
訂
正
・
フ
リ
ガ
ナ
、
朱
に
よ
る
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
濁
点
・
批
点
・
朱
引
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
文
・
書
き
入
れ
と
も
一
筆
で
あ
ろ
う
。
室
町
中
期
写
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
紙
が
残
存
し
た
の
は
、
紙
背
に
書
状
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
原
文
の
体
裁
通
り
に
翻
刻
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。（
句
読
点
を
補
う
）
如
尊
意
細
々
可
参
上
申
処
、
御
隙
時
分
不
存
知
候
。
可
被
成
斟
酌
候
。
先
日
者
辛
（
宰
か
）
相
殿
ニ
御
鞠
長
（
張
か
）
行
御
沙
汰
御
座
候
。
申
入
候
間
、
先
へ
蒙
仰
候
通
、
何
さ
ま
申
候
て
可
見
候
。
近
日
可
罷
下
候
旨
、
以
面
可
申
候
。
万
御
迷
惑
儀
者
無
余
儀
候
。
委
細
令
推
察
候
。
旁
々
夕
か
た
以
参
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
紙
）
可
申
入
候
。
此
日
可
預
御
披
露
候
。
恐
々
謹
言
三
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
兼
賀
（
花
押
）
（
封
）
山
本
備
中
守
殿
　
　
　
　
　
　
　
乗
蓮
兼
賀
　
　
　
（
第
二
紙
）
（
宛
名
の
左
半
分
は
欠
け
て
い
る
が
、
残
画
に
よ
り
推
読
し
た
。
な
お
「
備
」
の
下
半
、「
中
」
の
上
半
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
は
切
封
の
上
か
ら
書
き
、
そ
の
紙
片
が
脱
落
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
）
差
出
人
の
「
乗
蓮
兼
賀
」
に
つ
い
て
は
室
町
時
代
の
史
料
に
見
え
、
山
徒
と
呼
ば
れ
る
身
分
に
属
す
る
者
で
あ
る
。
山
徒
と
は
、
近
江
坂
本
の
里
坊
を
本
拠
地
と
し
て
天
台
宗
門
跡
寺
院
に
仕
え
る
者
で
、
身
分
と
し
て
は
僧
侶
と
坊
官
（
俗
人
）
の
中
間
的
存
在
、
す
な
わ
ち
妻
帯
し
た
僧
侶
で
あ
る
。
門
跡
と
代
々
の
主
従
関
係
を
持
ち
、
武
家
・
公
家
と
の
連
絡
交
渉
や
所
領
の
管
理
運
営
（
給
主
）
を
行
う
、
門
跡
寺
院
の
政
治
的
・
経
済
的
側
面
を
支
え
て
い
た
人
び
と
と
言
っ
て
よ
い
。
室
町
後
期
に
は
、
半
ば
幕
府
被
官
と
化
し
て
い
た
側
面
も
あ
る
と
い
う
（
1
）
。
乗
蓮
坊
は
応
永
年
間
の
史
料
に
「
梶
井
御
坊
」
す
な
わ
ち
三
千
院
門
跡
の
山
徒
と
し
て
見
え
る
が
、
一
族
の
円
明
坊
が
青
蓮
院
に
仕
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
は
青
蓮
院
に
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
七
月
に
、
青
蓮
院
門
跡
が
幕
府
に
対
し
て
、
乗
蓮
坊
兼
賀
が
所
領
の
近
江
伊
香
立
荘
（
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
、
比
叡
山
北
部
の
山
間
地
）
を
掠
領
す
る
こ
と
を
止
め
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
旨
の
文
書
を
差
し
出
し
た
（『
大
日
本
史
料
』
八
―
三
七
）。
こ
れ
が
書
状
の
兼
賀
本
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
文
書
に
よ
る
と
、
伊
香
立
荘
は
慈
鎮
和
∧
研
究
ノ
ー
ト
∨
〔
三
体
詩
抄
〕
断
簡
　
解
題
と
翻
刻
―
「
委
任
」
か
「
簒
奪
」
か
、
王
権
論
議
に
よ
せ
て
―
堀
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尚
以
来
青
蓮
院
領
と
し
て
相
伝
さ
れ
、
不
動
院
に
知
行
さ
せ
て
い
た
、
こ
れ
は
将
軍
家
（
足
利
義
教
・
義
政
）
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、
古
く
は
乗
蓮
坊
が
知
行
し
て
い
た
が
、
応
仁
の
乱
以
降
、
乗
蓮
兼
栄
が
押
領
し
、
近
年
は
ま
た
兼
賀
が
知
行
し
て
お
り
、
私
領
と
号
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
確
か
に
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
一
一
月
に
、
同
荘
を
青
蓮
院
に
返
付
す
る
の
で
元
の
通
り
不
動
院
僧
都
顕
豪
に
領
知
さ
せ
よ
、
と
い
う
義
政
の
御
教
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（『
華
頂
要
略
』
門
主
伝
二
二
）。
恐
ら
く
は
応
仁
の
乱
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
、
顕
豪
か
ら
給
主
職
を
事
実
上
奪
い
取
り
、
し
か
も
青
蓮
院
へ
の
年
貢
を
納
め
ず
、
現
地
領
主
化
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
文
書
に
あ
る
と
お
り
、
も
と
も
と
乗
蓮
坊
と
伊
香
立
荘
と
は
縁
が
あ
り
、
あ
る
い
は
名
主
層
の
支
持
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
一
〇
月
に
は
、
青
蓮
院
に
対
し
、
伊
香
立
荘
を
青
蓮
院
に
返
付
す
る
旨
の
、
ま
た
同
荘
の
名
主
た
ち
に
対
し
て
は
、
青
蓮
院
へ
年
貢
等
を
納
め
る
よ
う
命
じ
る
旨
の
、
同
日
付
で
二
通
の
奉
行
人
奉
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（『
同
上
』
門
主
伝
二
三
）
が
、
両
者
の
文
中
に
「
乗
蓮
兼
賀
子
細
を
申
す
の
間
」
と
あ
る
の
は
、
青
蓮
院
の
訴
え
に
対
し
て
反
論
し
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
兼
賀
が
事
実
上
の
領
主
と
し
て
年
貢
を
徴
収
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
な
お
、
上
記
延
徳
二
年
文
書
ほ
か
、
文
明
か
ら
明
応
に
か
け
て
の
史
料
に
乗
蓮
坊
兼
栄
と
い
う
人
物
も
見
え
る
が
、
兼
賀
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
親
子
か
。
さ
て
、
書
状
の
内
容
は
蹴
鞠
興
行
に
関
わ
る
こ
と
で
、
青
蓮
院
か
、
あ
る
い
は
他
の
貴
人
（
将
軍
？
）
が
「
宰
相
殿
」
に
興
行
を
命
じ
た
の
で
、
兼
賀
が
山
本
備
中
守
（
あ
る
い
は
そ
の
主
君
）
の
参
加
希
望
を
取
り
次
ご
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
本
資
料
を
購
入
し
た
古
書
店
主
の
話
で
は
、「
裏
書
、
三
体
詩
断
簡
ナ
リ
、
称
名
院
公
条
公
（
三
条
西
）
と
伝
ふ
」
と
の
貼
り
紙
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
現
存
せ
ず
）。
こ
れ
は
先
代
の
店
主
が
仕
入
れ
時
に
記
し
た
も
の
ら
し
く
、
仕
入
れ
先
か
ら
の
情
報
と
し
て
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
と
、
山
本
備
中
守
が
公
条
に
仕
え
る
諸
大
夫
の
よ
う
な
身
分
で
あ
れ
ば
整
合
性
が
あ
る
の
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
『〔
三
体
詩
抄
〕』
は
、『
三
体
詩
』
巻
一
・
七
言
絶
句
の
第
一
七
首
「
長
慶
春
」
の
途
中
か
ら
、
第
二
五
首
「
贈
弾
箏
人
」
の
冒
頭
ま
で
、
七
首
分
の
全
文
と
二
首
分
の
一
部
で
あ
る
。
内
容
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
『
三
体
詩
抄
』（『
三
体
詩
』
明
応
版
を
一
首
ご
と
に
間
隔
を
空
け
て
書
写
し
、
そ
の
空
白
部
分
お
よ
び
欄
外
に
び
っ
し
り
と
注
を
書
き
入
れ
た
も
の
）
に
お
い
て
「
村
抄
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
例
え
ば
「
貴
池
県
亭
子
」
は
次
の
通
り
。
村
抄
ニ
、
貴
池
ト
云
ハ
、
美
魚
多
キ
所
ナ
ル
ニ
由
テ
、
昭
明
太
子
ノ
貴
池
ト
、
ツ
ケ
ラ
レ
タ
ル
也
。
見
レ
注
也
。
「
勢
至
来
」
此
亭
ハ
チ
ツ
ト
ナ
ル
亭
也
。
雖
レ
然
其
勢
ハ
、
宋
ノ
武
帝
ノ
凌
ー
台
（
傍
注
「
ハ
台
ヲ
高
ク
作
テ
、
熱
ヲ
凌
キ
避
ル
ホ
ト
ニ
、
天
ニ
近
作
也
。」）
ニ
モ
可
比
也
。
其
ノ
故
ハ
、
此
亭
雖
小
、
蜀
江
ニ
臨
テ
ア
ル
亭
ニ
テ
、
百
里
ハ
カ
リ
、
見
ワ
タ
シ
、
遠
帆
モ
、
此
亭
中
エ
、
尽
ク
収
テ
、
見
ユ
ル
也
。
分
明
ニ
、
キ
ツ
カ
ト
、
見
也
。
雖
二
是
小
一
、
可
レ
比
二
凌
ー
ー
ニ一
。
勢
ノ
大
ナ
ル
処
ナ
リ
。
殊
此
亭
ハ
臨
レ
蜀
江
作
ル
亭
ナ
レ
ハ
、
春
ニ
成
テ
蜀
江
ノ
、
雪
浪
モ
、
消
テ
、
西
蜀
ノ
江
ニ
、
漫
々
ト
満
ル
モ
、
眼
界
一
見
ノ
中
ニ
見
ル
也
。
サ
テ
其
雪
浪
ノ
西
江
ニ
満
ル
ニ
因
テ
、
此
亭
モ
半
過
去
タ
ル
、
春
寒
モ
、
又
ト
ツ
テ
、
カ
エ
イ
テ
来
ル
也
。
却
ノ
字
、
コ
ヽ
ノ
心
ニ
、
ヨ
ク
合
也
。
雪
浪
ノ
満
ル
故
也
。
細
か
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
分
量
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
谷
村
文
庫
蔵
本
の
「
村
抄
」
は
「
村
」
す
な
わ
ち
村
庵
（
希
世
）
霊
彦
（
一
四
〇
三
〜
八
八
）
の
講
義
を
聞
き
書
き
し
た
抄
物
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
引
用
書
き
入
れ
の
一
部
と
し
て
存
在
す
る
た
め
、
村
庵
抄
の
全
文
な
の
か
、
そ
れ
と
も
主
要
部
分
の
抜
き
書
き
な
の
か
判
断
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
断
簡
の
出
現
に
よ
っ
て
、
全
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
一
応
裏
付
け
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
現
在
村
庵
抄
の
単
行
書
と
し
て
は
蓬
左
文
庫
蔵
『
聴
松
和
尚
三
体
詩
之
抄
』
が
書
写
年
代
も
古
く
、
最
も
原
型
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
韓
智
に
よ
る
増
補
が
な
さ
れ
て
い
て
、
原
型
と
増
補
の
区
別
が
難
し
い
。
し
か
し
叙
上
の
通
り
、
谷
村
文
庫
蔵
本
の
「
村
抄
」
を
集
成
す
れ
ば
村
庵
抄
の
原
型
が
復
元
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
室
町
前
中
期
の
『
三
体
詩
』
講
義
の
実
態
を
か
い
ま
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
断
簡
が
断
簡
に
な
る
前
の
状
態
、
す
な
わ
ち
『
村
庵
抄
』
写
本
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
紙
背
か
ら
考
え
て
も
五
山
禅
林
以
外
の
場
所
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
五
山
禅
林
に
お
い
て
は
『
三
体
詩
』
注
釈
の
増
補
が
繰
り
返
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
原
型
本
は
増
補
本
へ
と
更
新
さ
れ
て
し
ま
い
、
残
存
し
に
く
い
。
か
え
っ
て
、
あ
る
時
期
に
写
さ
れ
て
、
禅
林
の
学
問
の
生
成
す
る
場
以
外
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
本
書
の
よ
う
な
も
の
に
、
原
型
の
姿
が
留
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
ふ
う
に
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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（
1
）『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
八
月
十
九
日
条
翻
刻
凡
例
＊
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
を
用
い
た
。
カ
ナ
の
合
字
は
開
い
た
。
句
読
点
を
補
っ
た
。
＊
虫
損
等
に
よ
り
欠
け
て
い
る
部
分
は
■
と
し
た
。
＊
訂
正
が
あ
る
場
合
は
訂
正
後
の
形
で
示
し
、
本
文
末
に
注
記
し
た
。
＊
誤
写
と
思
わ
れ
る
場
合
、
正
し
い
形
を
（
）
内
に
傍
記
し
た
。
＊
見
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
題
に
作
品
の
通
し
番
号
を
付
し
、
作
品
ご
と
に
一
行
ア
キ
と
し
た
。
翻
刻
の
許
可
を
頂
い
た
臼
杵
市
教
育
委
員
会
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
〔
本
文
〕
（
17
「
長
慶
春
」
前
欠
）
已
也
。
又
一
之
句
ハ
、
下
心
ハ
、
此
長
慶
ノ
時
分
ニ
ハ
、
臣
家
カ
ウ
テ
カ
ツ
ヨ
ク
シ
テ
君
ヲ
二
人
マ
テ
殺
ス
也
。
水
ハ
山
下
ニ
コ
ソ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
、
山
頭
ニ
水
ア
リ
テ
山
ハ
水
ヨ
リ
下
ニ
ア
ル
コ
ト
、
逆
ナ
ル
コ
ト
也
。
今
ノ
世
間
ハ
、
君
ハ
弱
シ
テ
臣
ハ
強
シ
テ
、
勝
君
無
体
ナ
ル
時
分
也
。
■
事
ヲ
諷
也
。
然
間
、
長
慶
年
中
ノ
事
ヲ
見
ハ
可
愁
ツ
也
。
故
ニ
云
、
新
愁
長
慶
年
ト
。
此
心
ハ
易
ノ
卦＊　
ノ
心
ヲ
用
ル
也
。
蹇
ノ
卦＊　
可
考
見
也
。
其
蹇
ハ
艮
下
上
坎
也
。
坎
水
ニ
テ
上
ニ
ア
リ
。
陰
ニ
ト
ル
也
。
艮
ハ
山
ニ
テ
下
ニ
ア
リ
。
陽
ニ
ト
ル
也
。
水
ハ
居
上
山
居
下
、
陰
居
上
陽
下
、
上
下
位
逆
ナ
ル
ナ
リ
。
矧
ヤ
陽
ハ
君
ニ
ト
リ
、
陰
ハ
臣
ニ
取
ル
ナ
リ
。
此
卦
即
臣
レ
勝
君
ニ
象
也
。
山
頭
水
色
ハ
理
也
。
是
有
レ
所
レ
諷
也
。
18
宮
詞
金
吾
ー
ー
、
唐
ニ
ハ
コ
チ
ノ
節
分
ニ
鬼
ハ
ソ
ト
福
ハ
ウ
チ
ト
云
様
ニ
、
金
吾
ノ
官
カ
除
夜
ニ
鬼
ヤ
ラ
イ
ヲ
ス
ル
也
。
其
金
吾
官
カ
、
今
夜
ハ
鬼
ヤ
ラ
イ
カ
サ
ウ
ソ
、
ト
進
メ
テ
フ
レ
マ
ワ
ル
也
。
如
此
ス
レ
ハ
、
画
カ
キ
タ
ル
者
ヤ
、
ア
カ
キ
物
ヲ
キ
タ
ル
者
カ
、
四
ツ
ラ
宮
中
ヲ
手
ニ
戈
ヲ
持
テ
、
悪
鬼
ヲ
逐
テ
ド
メ
ク
也
。
事
見
于
注
也
。
サ
ウ
ス
レ
ハ
又
、
院
々
ニ
ハ
カ
ヾ
リ
ヲ
焼
テ
、
如
二
白
日
青
天
一
ナ
ル
也
。
其
カ
ヾ
リ
ニ
ハ
何
ヲ
タ
ク
ソ
ナ
レ
ハ
、
沈
香
ヲ
山
ノ
如
ニ
積
テ
焼
也
。
其
カ
ヽ
リ
ノ
前
後
ニ
ハ
、
笙
ヒ
チ
リ
キ
ヲ
吹
テ
ド
メ
ク
ナ
リ
。
此
詩
ノ
心
ハ
、
上
ハ
只
ハ
ヤ
時
ノ
コ
ト
ハ
カ
リ
云
ヒ
ス
ツ
レ
共
、
下
心
ハ
、
ア
ラ
イ
カ
ト
驕
リ
タ
、
ヤ
カ
テ
ハ
何
ト
ア
ラ
ン
ソ
、
ト
云
也
。
隋
ノ
時
ノ
事
ヲ
惜
（
借
カ
）テ
唐
ノ
御
代
ヲ
言
也
。
銀
燭
ー
ー
、
此
詩
ハ
七
夕
之
詩
也
。
心
ハ
宮
中
寵
衰
テ
棄
テ
ラ
ル
ヽ
女
ノ
体
也
。
サ
ル
程
ニ
、
寵
衰
テ
ヨ
ロ
ツ
サ
ヒ
く
ト
ア
ル
程
ニ
、
銀
燭
モ
秋
光
ニ
テ
物
ス
コ
ク
、
画
屏
モ
吟
（
冷
カ
）シ
キ
也
。
ア
マ
リ
ノ
サ
ヒ
シ
サ
ニ
、
シ
コ
ト
ハ
ナ
シ
、
小
扇
ヲ
取
テ
ト
ガ
モ
ナ
キ
流
蛍
ヲ
撲
テ
遊
也
。
又
ハ
憤
悶
フ
ン
ケ
キ
ノ
余
カ
、
流
ハ
飛
移
ル
心
ナ
リ
。
サ
ル
程
ニ
、
七
夕
ト
云
ヘ
ト
モ
玉
ノ
夜
色
モ
ス
サ
マ
シ
ク
岑
寂
ト
シ
テ
、
涼
モ
如
此
ノ
冷
色
也
。
秋
夕
難
レ
明
シ
テ
起
ツ
臥
ツ
住
臥
シ
テ
、
天
上
ノ
双
星
ヲ
羨
見
而
已
。
此
詩
モ
上
ニ
テ
不
レ
説
レ
露
、
下
心
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（
1
オ
）
ニ
テ
ハ
怨
女
ノ
情
ヲ
シ
コ
ク
言
也
。
19
城
西
ー
ー
別
墅
ト
ハ
別
業
也
。
別
居
也
。
此
辺
ニ
山
荘
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
也
。
水
ー
ー
、
雍
陶
カ
友
人
ニ
逢
時
、
友
人
云
様
ハ
、
我
カ
別
業
ノ
私
処
カ
水
橋
ノ
西
ニ
ア
ル
也
。
小
路
カ
ア
チ
コ
チ
ヱ
曲
テ
、
其
路
ガ
ソ
コ
カ
ラ
コ
チ
ヘ
ア
ル
ナ
リ
。
ソ
レ
カ
我
カ
私
処
也
。
自
然
ノ
次
テ
ニ
ハ
尋
ネ
ヨ
ト
云
ホ
ト
ニ
、
サ
ラ
バ
ト
思
テ
朝
タ
ト＊　
ク
カ
ラ
尋
レ
共
、
日
ノ
高
マ
テ
不
得
尋
也
。
其
故
ハ
ナ
セ
ニ
ト
ナ
レ
ハ
、
ト
コ
モ
水
橋
辺
ノ
路
ツ
カ
イ
ハ
、
友
人
ノ
去
シ
処
ニ
似
テ
コ
ソ
村
モ
ア
ソ
コ
ノ
村
モ
ア
ソ
コ
ノ
門
モ
イ
ハ
ラ
カ
タ
チ
チ
（「
カ
ラ
タ
チ
」
カ
）
春
風
ニ
ヒ
ラ
ク
也
。
マ
キ
レ
テ
、
ト
レ
カ
ト
レ
ト
モ
ミ
ワ
ケ
カ
タ
キ
也
。
枳
ハ
キ
ト
可
読
也
。
枳
シ
ノ
音
モ
ア
ル
ナ
リ
。
日
高
ト
ハ
日
ノ
出
ル
時
ハ
山
ニ
ノ
ソ
ン
テ
ヒ
キ
ヽ
ナ
リ
。
昼
ニ
モ
ナ
レ
ハ
天
ノ
中
ヘ
上
リ
テ
高
ク
ナ
ル
也
。
盧
仝
カ
茶
歌
ニ
モ
日
高
又
五
睡
正
濃
ト
云
同
義
也
。
20
貴
池
ー
ー
、
因
二
魚
美
一
而
得
レ
右
（
名
カ
）也
。
見
于
注
也
。
勢
比
ー
ー
、
此
亭
ハ
チ
ツ
ト
ナ
ル
亭
ナ
レ
共
、
其
勢
ハ
宋
武
帝
ノ
凌
台
ニ
モ
可
比
シ
ツ
。
ハ
台
ヲ
高
ク
作
テ
熱
ヲ
凌
キ
避
ル
ホ
ト
ニ
、
天
ニ
近
ク
作
也
。
此
亭
ハ
雖
小
、
高
シ
テ
蜀
江
ニ
臨
テ
、
百
里
斗
リ
ヲ
ミ
ワ
タ
セ
ハ
、
遠
帆
モ
此
亭
中
ヱ
尽
ク
見
ユ
ル
ヽ
也
。
分
明
ニ
キ
ツ
カ
ト
ミ
ユ
ル
也
。
是
雖
小
、
可
比
二
凌
台
ニ一
。
大
ナ
ル
勢
ア
ル
処
也
。
殊
ニ
此
亭
ハ
臨
二
蜀
江
一
作
ル
亭
ナ
レ
ハ
、
春
ニ
成
テ
蜀
江
ノ
雪
浪
モ
消
テ
、
亭
ヨ
リ
西
ニ
ミ
ユ
ル
ヽ
江
ニ
漫
々
ト
満
モ
、
コ
ヽ
ソ
一
見
眼
界
也
。
巴
蜀
雪
消
春
水
来
、
ト
云
モ
同
意
也
。
サ
テ
其
雪
浪
ノ
西
江
ニ
満
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
、
此
亭
モ
半
ハ
カ
リ
去
リ
タ
ル
春
寒
モ
、
又
ト
ツ
テ
カ
ヱ
シ
テ
来
ル
也
。
却
ノ
字
■
■
尤
恰
好
也
。
21
送
隠
者
ー
ー
、
此
詩
ハ
許
渾
カ
隠
者
ノ
事
ヲ
云
テ
、
我
カ
身
ノ＊　
上
ヲ
云
也
。
許
渾
ハ
シ
テ
毎
篇
水
辺
ノ
事
ヲ
詩
ニ
云
ワ
イ
テ
ハ
カ
ナ
ワ
ヌ
者
也
。
水
ク
サ
イ
コ
ト
ヲ
コ
ノ
ム
也
。
故
ニ
玉
屑
ニ
ア
ル
（
1
ウ
）
詩
云
、
許
ー
千
首
湿
、
杜
子
一
生
愁
、
ト
也
。
湿
気
地
ナ
ル
コ
ト
ヲ
好
ム
也
。
無
媒
ー
ー
、
此
詩
ハ
二
之
句
ハ
カ
リ
ハ
隠
者
ニ
モ
ナ
ル
也
。
其
余
ハ
許
渾
カ
身
ニ
カ
ケ
テ
云
也
。
サ
ル
ホ
ト
ニ
、
許
ト
ハ
時
ニ
モ
不
レ
遇
歟
。
朝
廷
ヘ
通
ス
ル
路
モ
無
レ
媒
フ
■
ワ
ク
ル
コ
ト
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
草
荒
テ
蕭
■
■
■
ナ
リ
。
朝
廷
ヱ
通
シ
テ
要
路
ニ
モ
不
登
也
。
モ
ト
ヨ
リ
昔
シ
カ
ラ
、
雲
林
ノ
山
林
ト
市
朝
ノ
朝
■
ト
ハ
遠
隔
タ
ル
者
也
。
豈
有
通
ス
ル
路
乎
。
今
ノ
物
ノ
体
ヲ
ツ
ラ
く
ト
視
ル
ニ
、
世
間
ニ
公
通
ナ
ル
ハ
、
只
白
髪
斗
、
イ
カ
ナ
ル
貴
人
官
人
ヲ
モ
ヘ
ツ
ラ
ワ
ス
不
レ
饒
頭
上
ヘ
生
カ
ヽ
ル
也
。
又
不
曾
饒
ト
テ
、
商
賈
ノ
物
ヲ
ウ
リ
カ
ウ
ニ
、
是
ヲ
チ
ッ
ト
マ
ケ
ヨ
ト
云
ニ
、
饒
之
字
ヲ
云
也
。
物
ヲ
商
人
マ
ケ
サ
ル
ニ
、
不
曾
饒
ト
云
也
。
コ
ヽ
モ
其
心
テ
、
貴
人
ニ
モ
白
頭
カ
一
点
モ
不
饒
、
頭
上
ニ
ヲ
ユ
ル
也
。
不
曾
饒
ハ
唐
ノ
世
話
也
。
22
送
宋
処
士
ー
、
此
詩
ハ
処
士
ノ
隠
者
カ
出
テレ
山
ヲ
又
山
ヱ
帰
ル
ヲ
送
テ
作
ル
詩
也
。
売
薬
ー
ー
、
此
処
士
カ
道
具
ト
テ
、
琴
ヲ
持
ツ
マ
テ
也
。
其
琴
ヲ
修
理
セ
ウ
ス
ル
ニ
モ
、
別
ニ
銭
ハ
ナ
シ
、
山
ニ
幸
ニ
ア
ル
薬
ヲ
ホ
リ
テ
、
人
間
ヱ
持
テ
出
テ
ヽ
売
テ
、
其
銭
ニ
テ
琴
ヲ
修
ス
ル
也
。
人
間
ヱ
出
テ
帰
去
ル
コ
ト
モ
遅
程
ニ
、
其
間
ニ
損
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
也
。
面
白
キ
山
中
ノ
桂
花
ヲ
、
山
風
カ
吹
落
ス
也
。
或
ハ
枝
ノ
字
ハ
成
時
也
。
山
風
吹
二
落
桂
花
一
ト
キ
不
可
也
。
サ
ル
程
ニ
宋
処
士
ト
ノ
ヨ
、
此
我
等
カ
人
間
ノ
日
月
甲
子
ハ
、
須
臾
刹
那
ノ
間
ニ
テ
、
人
ノ
一
生
ハ
チ
ラ
リ
ト
過
ル
也
。
カ
マ
イ
テ
貴
方
帰
山
仙
人
ノ
棋
ヲ
ウ
ツ
ハ
シ
見
テ
イ
ラ
シ
ム
ナ
、
其
故
ハ
注
ニ
モ
云
如
ク
、
仙
人
ノ
棋
一
局
モ
ハ
テ
サ
ル
間
ニ
、
斧
ノ
柯エ
カ
朽
テ
ノ
ク
ル
也
。
其
ノ
棋
ヲ
見
ル
者
カ
人
間
エ
帰
レ
ハ
、
同
時
ノ
人
ハ
一
人
モ
ナ
ク
テ
、
死
シ
テ
百
年
二
百
年
ニ
ナ
ル
ト
云
也
。
宋
ー
ー
モ
其
様
ナ
ル
仙
人
ノ
棋
ヲ
治
定
ウ
タ
ン
也
。
サ
ウ
シ
テ
後
ニ
山
ヲ
出
テ
、
人
間
エ
モ
出
テ
タ
ラ
ハ
、
世
間
甲
子
須
臾
■
■
■
■
ル
ヤ
、
其
間
ニ
死
去
ラ
ン
也
。
縦
イ
人
間
エ
出
ル
ト
モ
難
レ
逢
也
。
然
間
カ
マ
イ
テ
莫
看
棋
云
々
。
23
秋
思
樹
ー
ー
、
秋
ニ
モ
ナ
レ
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
ウ
ツ
ク
シ
ク
翠
ナ
ル
玉
ノ
様
ナ
ル
樹
ノ
色
モ
、
揺
落
シ
テ
カ
ワ
イ
事
■
■
、
夏
ノ
用
意
ノ
枕
簟
モ
、
秋
ニ
ナ
レ
ハ
棄
捐
シ
テ
無
用
也
。
如
レ
此
ナ
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25
贈
弾
箏
ー
ー
、
此
楽
人
ト
云
ハ
、
天
宝
年
中
ニ
御
前
ニ
テ
箏
ト
モ
吹
ク
者
也
。
日
本
ニ
テ
モ
見
■
■
ソ
。
鹿
苑
院
殿
ノ
御
前
ニ
テ
猿
楽
ス
ル
者
ヨ
、
勝
定
院
殿
ノ
御
前
ニ
テ
何
ヲ
ス
ル
者
ヨ
ト
云
ヘ
ハ
、
ユ
カ
シ
ク
思
也
。
是
モ
其
心
也
。（
2
ウ
）（
後
欠
）
〔
翻
刻
注
〕（
※
）
（
1
オ
）
＊
卦
…
「
掛
」
に
朱
傍
書
。
＊
卦
…
同
上
。
（
1
ウ
）
＊
ト
…
「
ナ
」
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
。
＊
ノ
…
「
ヲ
」
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
。
（
2
ウ
）
＊
ヲ
ト
コ
…
「
ヲ
コ
ト
」
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
。
＊
彼
…
「
後
」
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
。
ニ
モ
カ
秋
ニ
成
テ
、
物
ス
コ
ク
成
ル
折
節
ニ
（
2
オ
）
昔
ノ
遊
ヲ
思
ヒ
出
ス
也
。
サ
モ
ア
レ
楚
雲
湘
水
ニ
テ
我
カ
少
年
ナ
リ
シ
時
ハ
、
同
友
ト
遊
ビ
シ
物
ヲ
、
ト
思
イ
タ
ス
也
。
余
ニ
当
二
此
時
ニ一
歎
息
ヲ
コ
ル
程
ニ
、
ウ
チ
ア
ケ
テ
一
曲
ヲ
歌
テ
遣
懐
也
。
大
息
ヲ
ウ
イ
キ
ヲ
ツ
ク
心
也
。
把
テ
看
タ
ル
鏡
モ
、
老
カ
ハ
ツ
カ
シ
サ
ヒ
看
タ
ウ
モ
ナ
ク
テ
、
ウ
チ
掩
フ
也
。
昨
日
マ
テ
ハ
従
同
友
共
少
年
マ
テ
遊
ヒ
シ
カ
、
今
ハ
万
事
零
落
シ
テ
、
白
髪
白
頭
ト
成
ル
也
。
注
ノ
ア
タ
リ
ハ
ワ
、
ア
マ
リ
ニ
ク
ト
キ
也
。
光
陰
推
移
少
年
ナ
リ
シ
カ
、
チ
ラ
リ
ト
白
頭
ニ
成
ル
也
。
注
ノ
マ
コ
ト
ノ
昨
日
ト
云
ハ
非
也
。
24
黄
陵
ー
ー
、
二
妃
廟
也
。
此
詩
ハ
李
群
玉
カ
詩
也
。
李
遠
カ
詩
ニ
ス
ル
ハ
誤
也
。
其
故
ハ
、
李
群
玉
ハ
湘
妃
ニ
相
逢
者
也
。
故
舜
帝
ノ
マ
ヲ＊　
ト
コ
也
。
虞
舜
ノ
辟
陽
侯
也
。
マ
ヲ
ト
コ
ヲ
云
也
。
見
二
妃
ノ
廟
ノ
詩
也
。
在
末
也
。
彼
一
段
ノ
事
モ
ア
リ
タ
ル
ケ
ナ
也
。
然
間
二
妃
ヲ
コ
ウ
ル
詩
ヲ
ハ
李
群
玉
カ
作
也
。
又
一
説
ニ
ハ
、
此
李
遠
ハ
楊
妃
襪
ヲ
設
テ
持
テ
持
也
。
爾
来
楊
妃
ヲ
恋
テ
ア
ヂ
キ
ナ
カ
ル
也
。
又
李
群
ー
ハ
、
二
妃
ニ
逢
テ
彼
＊
　
会
モ
ア
ル
カ
ア
ヂ
キ
ナ
カ
ル
也
。
然
間
李
遠
カ
襪
ノ
詩
ヲ
ハ
、
群
玉
ニ
作
也
。
群
玉
カ
二
妃
ヲ
コ
フ
ル
詩
ヲ
ハ
李
遠
ニ
作
ラ
（「
ル
」
ミ
セ
ケ
チ
「
ラ
」
上
書
・
傍
書
）
ス
ル
也
。
フ
タ
リ
ガ
換
ヤ
ウ
也
。
然
間
黄
陵
廟
ノ
事
ハ
、
群
玉
カ
作
ラ
ン
ス
ル
事
ナ
レ
共
、
李
遠
カ
作
也
。
襪
ノ
詩
未
見
也
。
先
ツ
此
説
ア
ル
也
。
黄
陵
ー
ー
、
黄
ー
ノ
辺
莎
草
ノ
春
ノ
時
分
、
黄
陵
ノ
辺
ノ
女
児
ト
モ
ガ
、
ア
カ
ネ
ソ
メ
ノ
ウ
ツ
ク
シ
キ
裙
ニ
テ
、
細
キ
腰
ニ
ウ
ツ
ク
シ
ク
粧
テ
遊
フ
也
。
先
ツ
ハ
ヤ
ア
ア
チ
キ
ナ
サ
ウ
ナ
ル
処
ヲ
云
ヒ
出
ス
也
。
サ
ス
ル
程
ニ
、
此
児
女
ト
モ
カ
、
今
マ
テ
ハ
遊
シ
カ
、
舟
ニ
棹
ウ
チ
サ
シ
テ
、
歌
イ
罷
テ
サ
ツ
ト
イ
ヌ
レ
ハ
、
ソ
ノ
ア
ト
ハ
サ
ヒ
く
ト
シ
テ
、
ミ
ヤ
レ
ハ
水
遠
山
長
シ
テ
、
渺
々
タ
ル
而
已
也
。
只
コ
ヽ
マ
テ
ハ
ア
コ
カ
レ
テ
居
マ
テ
也
。
是
児
女
ノ
愁
―二
殺
人
ヲレ
ヲ
也
。
此
時
ノ
人
ハ
群
玉
カ
李
遠
カ
也
。
上
ニ
児
女
ト
云
ハ
、
只
黄
陵
辺
ノ
児
女
也
。
下
心
二
妃
ヲ
云
也
。
又
一
説
ニ
ハ
、
唐
ノ
世
話
ニ
、
コ
チ
ノ
人
殺
ナ
ン
ト
ヽ
美
人
ヲ
云
如
ク
ニ
、
愁
殺
人
ト
云
心
ニ
テ
、
二
妃
ヲ
愁
殺
人
ト
指
ス
也
。
其
時
ハ
人
ト
云
、
二
妃
児
女
ヲ
云
也
。
惆
悵
シ
テ
ア
コ
カ
レ
タ
ル
貌
也
。
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